




現在までの歴史的経過から見ると、サマーキャンプは小児糖尿病患者を管理し

ているクリニックより自然発生的に生れ、昭和 50 年には日本各地で 10 ケ所の

サマーキャンプが行われたが、51 年夏にはそれが 13 ケ所に増して行われた。

即ち、北海道、福島、石川、東京、静岡、愛知、大阪、鳥取、岡山、福岡、長

崎、熊本、鹿児島の各県である。


